








2年４月１日～　　3年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

5000 5000 16701 16701 60063 60063 6673 6673

6620 0 6620 4860 0 4320 14199 0 12 1903 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

6620 6620 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0

受託収入 540

通所介護事業の負担金 6377 1038

通所介護事業の負担金（食費） 6543 726

職員食費収入 1247 139

受入研修費収入 0 0 10 10 0

サービス区分間繰入金収入 0 4320 4320 0 0

雑収入 20

その他 0 0 2 2 0

11620 0 11620 21561 0 21561 74262 0 74262 8576 0 8576

0 17186 17186 47081 47081 5232 5232

0 1776 1776 3372 3372 375 375

0 61 61 6449 6449 716 716

0 121 121 13445 13445 1494 1494

11620 0 7300 3618 0 3618 1275 0 1275 141 0 141

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 7300 7300 0 0 0

職員昼食代 0 0 1248 1248 138 138

拠点区分間繰入金支出 0 3600 3600 0 0

サービス区分間繰入金支
出

4320

その他 0 18 18 27 27 3 3

11620 0 7300 22762 0 22762 71622 0 71622 7958 0 7958

0 0 4320 -1201 0 -1201 2640 0 2640 618 0 618

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

令和２年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市阿久和地域ケアプラ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）



横浜市阿久和地域ケアプラザ

1 介護らく楽講座 H23年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域住民に対し、介護・介護予防・権利擁護
に関する情報を提供する

５：地域 １：高齢者
施設見学・介護予防講座・認知症予防講
座・権利擁護講座等
偶数月第4金曜日

2 介護らく楽講座・座談会 R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

家族を介護している方々の不安や悩みなど
を聞き、意見交換を図りながら、虐待予防に
努める

５：地域 １：高齢者
座談会形式で自由に意見交換を行う
奇数月第１日曜日

3 個別無料相談会
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

コスモス成年後見サポートセンター共催によ
る成年後見制度等の個別相談会。介護者の
みでなく、福祉関係者等が対象。

５：地域 ６：事業者
行政書士による成年後見制度・相続等の
相談受付
毎月第４水曜日午後２時～４時

4 ちょこっと相談会 R2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

県営阿久和住宅住民を対象に活動拠点ぽか
ぽかプラザを利用して相談の場を提供する

５：地域 １：高齢者
社会福祉士による総合相談
毎月第３木曜日午後２時～３時

5 カフェ・ド・アマリリス R1年度 ６：共催（２と３）
２：発展させるね
らい

地域ケアプラザの事業に参加しづらい地域
に小規模多機能居宅支援事業所と共催して
カフェを開催し、地域交流の場を作る。

５：地域 １：高齢者
茶話会、総合相談
毎月第３金曜日午後１時～３時

6 アクワオレンジ H29年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

地域のサロンに参加できない方を対象に地
域住民宅をお借りして住民の交流を図る

５：地域 １：高齢者
地域を限定してサロンを開催
３か月に１度（第４土曜日）

7 エンディングノート書き方講座 H28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

エンディングノートの書き方を伝えながら権利
擁護の意識を高める

５：地域 １：高齢者
社会福祉士によるエンディングノートの書
き方説明。サロン等から依頼に応じて実
施。

8
見守りキーホルダー出張登録
会

R1年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

CPでの受け渡しが原則の八福札（見守り
キーホルダー）について、地域CPから遠い方
向けに出張登録会を実施

１：高齢者
見守りキーホルダーの登録・配布
自治会からの要請の都度

9 買い物ツアー R2年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

引きこもりがちな高齢者の外出のきっかけを
つくる。買い物困難者支援。

１：高齢者
睦荘とケアプラザの車両を利用して買い物
ツアーを行う
2～3か月に1度開催予定　6月スタート

10 あくわ家庭科くらぶ H30年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

裁縫や調理等家事で日常的に使っている能
力をボランティア活動で活かしてもらい楽しく
地域貢献してもらう。ボランティアをはじめる
きっかけとするねらい。

５：地域
裁縫ボランティア活動
原則第2金曜日　13：30～15：30

11 カフェボランティア支援 R2年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

カフェボランティア養成講座で立ち上がったカ
フェボランティア団体の支援

５：地域
カフェドアマリリスやゆるり等でカフェボラン
ティアを行う

12 阿久和地域対策講座 平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

阿久和地域に見守りの目がいき渡ることを目
的とする。

５：地域 未定

13 見守り配食グループ支援 R2年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

見守り配食グループ立ち上げと運営の支援 ５：地域
立上げ実行委員会、ボランティア説明会、
等
実施時期未定

14 ボランティアスキルアップ講座 R2年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

地域でボランティア活動している方のサポー
トのために行う

５：地域 年１回スキルアップ講座を開催

15 GOGO健康連続講座
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域の高齢者の健康づくり（介護予防）に関
する講座を開催し、地域で生活でき、健康寿
命を延ばせるよう支援する。

１：高齢者
上半期下半期で連続講座を2回開催する。
ロコモ予防・口腔・栄養に関する講座を行
う。

16
元気づくりステーション
にこにこ体操

Ｈ27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

地域高齢者の健康作り・友人作り・居場所作
りのための活動であり、その活動の継続的な
後方支援を行う。

１：高齢者 １：高齢者 運動講師による柔軟・軽体操

17
元気づくりステーション
くぬぎ会

Ｈ25年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

地域高齢者の健康作り・友人作り・居場所作
りのための活動であり、その活動の継続的な
後方支援を行う。

１：高齢者 １：高齢者
運動講師による軽体操・脳トレ・レクレー
ション

18
元気づくりステーション
あくわ音楽倶楽部

Ｈ30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

地域高齢者の健康作り・友人作り・居場所作
りのための活動であり、その活動の継続的な
後方支援を行う。

１：高齢者 １：高齢者 音楽指導士による歌・楽器演奏・脳トレ

19 もりもり元気かい Ｈ24年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

保健活動推進員による地域住民の健康作り
のための活動を継続的に支援する。

５：地域 ７：その他 軽体操のあと、地域周辺を散策する。

20 介護予防出前講座
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザまで来られない地域の高齢者に
対し、ＧＯＧＯ健康講座同様の健康づくり（介
護予防）に関する講座を開催し支援する。

１：高齢者
ＧＯＧＯ健康講座と同等に地域サロン等に
講師を派遣する。

21 ボランティア支援講座
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域で活動するボランティアに対し、知識を
深めることでその活動に役立てられるような
講座を開催する。

１：高齢者
ボランティア活動に活かせる講座を開催す
る。また、ボランティアの交流や相談などが
行えるよう支援する。

22 あくわノルディックウォーキング Ｈ27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

高齢者の健康づくり・仲間づくりの活動として
開催。その活動を支援する。

１：高齢者 １：高齢者
ノルディックポールを用いてグループで地
域をウォーキングする。

23 歩く姿勢を整える講座 R1年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

正しい姿勢と正しい靴の履きかたを学ぶため
連続講座で行う。

１：高齢者
運動講師による姿勢を整える講座と、
シューフィッターによる正しい靴の履きかた
の講座を行い、正しい歩き方を学ぶ。

令和２年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者
従たる
対象者

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者
従たる
対象者

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

24 体力測定
毎年継続して行うことで、数字に表れる自身
の体力の経過を知ることができる。

１：高齢者
横浜市スポーツ協会の協力の元、測定を
実施し解説を受ける。年2回実施。

25 歌おう広場 H21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

阿久和地域の60歳以上の方を対象にした歌
声喫茶形式の催しを提供する。
喫茶の提供は行わず、合唱のみで実施。ア
コーディオンの演奏に合わせて参加者の発
声を促すことを目的とした介護予防事業。

１：高齢者

童謡・唱歌から演歌・歌謡曲まで、アコー
ディオンの伴奏で参加者が声を合わせて
歌う。毎月第１月曜10:00～11:40
年間12回開催

26
北部見守り広場主催
　歌声広場　協力

H26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

阿久和北部見守りの家で行われる歌声広場
に歌集の貸し出しや広報、および講師コー
ディネート等の後方支援をおこなう

１：高齢者

童謡・唱歌から演歌・歌謡曲まで、アコー
ディオンの伴奏で参加者が声を合わせて
歌う。
毎月第4火曜10:30～12:00
向原第2公園内　見守りの家

27

阿久和南部北部スポーツ推進
委員協議会主催
せやカローリング交流会
協力

H26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

誰でも気軽にできる室内スポーツ「カローリン
グ」をつうじ地域住民の多世代交流の場とし
て機能させる

５：地域
概ね毎月第3土曜日13:30～15:00　（8月休
み）
原小学校体育館

28
原小学校個別支援級
出張プログラム

H24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

原小学校個別支援学級を訪問し、ケアプラザ
が持っているノウハウを活かした支援を実施
し、生徒と繋がることで地域での見守りを継
続する。

２：障害児・
者

音楽プログラム、軽体操、ラダーを使った
運動等のプログラム提供を行う
概ね毎月第2金曜日　13:30～14:30
年間9回開催予定

29 えほんの部屋 H25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子で本にふれあう時間を通じ、子育て世代
の居場所づくりを目指す事業。育児経験のあ
る職員やボランティアが関わり、気軽に育児
に関する相談をできる環境を提供する。

３：養育者及
び乳幼児

概ね第4金曜日（年10回開催予定）
10：00～11：00
奇数月にはにこてらすより助産師の竹花さ
んが参加する予定。

30
地域交流スペース
お茶のみ処『ゆるり』

H27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域住民を対象にした食事ができる交流サ
ロン。南部地区社協やヘルスメイト等に食事
提供を協力いただき、福祉保健活動団体も
バザー出店し地域住民への周知を図る。

５：地域
偶数月開催（年6回開催予定）
11：30～13：00　多目的ホール
参加費100円

31
障害理解に関する教室
原小学校　介助犬教室

H25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

教科書での障害者理解の学習タイミングに
合わせ、実際の障害当事者を取り巻く現実を
講義いただき、障害に対する一層の理解を
促すために行なう事業。

４：子ども・青
少年

原小学校にて開催
4年生生徒を対象に日本補助犬協会の安
杖氏に講演を依頼し、補助犬の役割や障
害者を取り巻く社会環境について授業をお
こなった。

32 灯篭まつり昼の部 さとまつり H20年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

長屋門公園を中心に、その周辺で生活する
住民誰もが『地域で暮らす』ことを意識できる
よう、こどもから高齢者、ハンディキャップの
ある人が互いにふれあい交流できる機会をも
つ。地域住民が協力し、運営をおこなう地域
イベント。

５：地域

長屋門公園内にて開催
会場内では各種模擬店や介助犬講座をは
じめとするアトラクションが準備され、原中
学校生徒ボランティアも多く、運営に関わ
る。

33
阿久和南部連合自治会・阿久
和南部地区社会福祉協議会
社会を明るくする運動

H26年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取り
組み

阿久和南部連合自治会が主催する行事への
後方支援実施。

５：地域

原小学校にて開催
更生保護士が主催する事業。警察による
基調講演や作文コンテスト入賞者作品発
表の他、アトラクションも用意される。横浜
市体育協会の体力測定コーナーおよび相
原病院による健康相談コーナーのコーディ
ネートをケアプラザにて実施。

34
阿久和北部地区社協主催
見守り合いのつどい

H26年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域住民による「見守り」をテーマとしたイベ
ントの開催。子供から高齢者まで誰もが参加
でき地域の連携の重要性を再認識する場。

５：地域

原中学校体育館
パネル展示による福祉団体および公的施
設の活動の紹介。所属自治会による模擬
店の出店。福祉団体・ボランティア団体の
作品展示販売。地域防災をテーマとした基
調講演および地域住人によるダンス、吹奏
楽等のアトラクション発表を実施。

35
よこはまシニアボランティアポイ

ント登録研修会
５：共催（１と３）

１：優先的に取り
組み

ボランティア育成の為に、よこはまシニアボラ
ンティアポイント登録研修会を開催。ケアプラ
ザで開催することによりボランティアデビュー
の機会提供をおこない活動支援の実施をお
こなう。

１：高齢者

内容：研修内容は、『よこはまシニアボラン
ティアポイント研修会』と同様。登録申請書
の取りまとめ、申請手続きを行う。また現
役ボランティアを招き、活動の紹介等もお
こなう。

36 貸館登録団体説明会
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

阿久和地域ケアプラザに団体登録をおこなう
団体に対し、貸館使用に関するルール等の
意思統一および理解をおこなう場の提供。ま
た地域ケアプラザの意義や目的および福祉
保健活動に関する理解を促すよう、資料説明
をおこなう。

５：地域 開催日未定

37  親子でぎゅーっと！スキンシップ H26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

阿久和保育園と地域の子育て支援事業を共
催する。

３：養育者及
び乳幼児

地域保育園の職員とケアプラザ協働によ
る手遊びや寸劇、クラフト遊びなどの提
供。

38
阿久和南部地区社協共催
あくわ組

H26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

阿久和南部地区社協子と共催し支援事業を
おこない、地域の子育てをおこなう親子の見
守りの実施。

３：養育者及
び乳幼児

講師に畠中景子氏を迎えリトミックを行い、
親子で一緒に遊ぶ事業。
普段、子育て事業に参加できない父親が
参加しやすいよう土曜日での開催とした。

39
阿久和地区センターまつり
（阿久和地域ケアプラザ共催）

H28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域住民との交流を通じて施設や所属団体
の認知向上を図る。

５：地域

2月開催予定　阿久和地区センター会場・
阿久和地域ケアプラザ会場
所属団体による作品展示および販売や来
場者への軽食提供を行った。地区センター
体育館では地域の住民によるアトラクショ
ン（コーラス、楽器演奏、ダンス等）も披露
されました。

40
音の駅コンサート
（阿久和地区センター共催）

H27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域のすべての住民を対象としたコンサート
を行い、身近な場所で本格的な音楽に触れ
る機会提供の実施

５：地域 開催日および内容未定

41 阿久和秘密基地 R2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

現役世代の男性をターゲットに趣味や交流を
おこなえるフリースペースとしての場の提供

５：地域 毎月第4土曜日　多目的ホール

42 ボランティア交流会
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

活動をおこなうボランティア同士の交流・親睦
を深め、職員から日頃の活動に対する感謝
を伝える場の提供

７：その他 開催日未定
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